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1. はじめに 

 近年，出版物のデザイン・レイアウトは PC 上で

行う Desktop publishing(以下 DTP)が主流となっ

ている．DTP では写真上に文字やロゴ等を配置す

る際，読者が見やすい様にレイアウトをするが，す

でに撮影の終わった写真に対して文字を置く場合，

写真内の構成物が文字等を見づらくすることがある．

その時に写真内の構成物を単純に移動や拡大，縮小

すると違和感の残る画像になりやすく，違和感のな

い画像に修正するためには負担の大きい作業が必要

となる． 

本研究では DTP を行うユーザが作業を行う際の

煩わしさ，不便さを取り除くために，Seam Carvi-

ng
]1[
の技術を用いる。この技術により重要な構成

物の形状を保持したまま画像の変形を行い、文字や

ロゴの配置時に画像中の構成物が自動で適切な位置

に移動するような画像合成ツールの開発を目的とす

る． 

 

 

2. システムの処理の流れ 

 本研究で開発したツールは以下に示す手順で，ユ

ーザの意図した画像を生成する（図 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

3. 画像中の構成物と文字やロゴとの重なりの

検出 

文字やロゴなどの

挿入画像の配置と，

画像中の構成物の指

定をした後，適切な

移動を行うため各構

成物の重なりの検出

を行い，背景画像の

移動方向と移動距離

を算出する．重なり

の検出は構成物と挿

入画像の重なってい

る範囲から，構成物

を上下左右にどれだ

けの距離を移動させ

れば，挿入画像と重

ならなくなるかを算出する（図 2）．そのうち最も

少ない距離である方向に構成物を移動する． 

 

 

4. Seam Carving を用いた画像編集 

4.1 シームの探索 

シームの探索の際にはエネルギー関数が必要にな

る．本研究では Shai Avidan らが提案した式(1)の

エネルギー関数を用いることとする． 
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式(1)により画素のエネ

ルギー求めた後，エネル

ギーの損失を抑えつつ，

物体の形状を保持するた

めに 8 連結のパスを作成

する．この際垂直方向の

シームであれば上端から

下端までエネルギーの小

さい画素を繋ぐ．この時

の模式図が図 3 である．

図 3 の矢印はシームの進行方向と，次に選ぶ画素を

示したものである． 

 

 

4.2 構成物を保持した画像の縮小 

Seam Carving を用いた画像の縮小は，4.2 の 
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図 1. 本研究の画像合成の処理手順 

図 2. 移動距離の算出 

図 3. シーム探索の模式図 
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方法でシーム探索を行った後，エネルギーが最小と

なるシームを削ることにより行われる．一つのシー

ムを削るごとに画像は 1 ピクセル縮小されるため，

任意の本数のシームを削ることにより意図した縮小

画像を作成することができる(図 4)．なおシームを

1 本削ると画素のエネルギーが変化するため，シー

ムを削るたびに画素毎のエネルギーの算出と，シー

ムの探索をし直す必要がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4.3 構成物を保持した画像の拡大 

Seam Carving を用

いた画像の拡大は，エ

ネルギーが最小のシー

ムとそれに隣接する画

素の間に最近傍法など

によって画素を挿入す

ることにより行われる

(図 5)．ただし常に最小

となるシームを選び続

けると特定の部分のみ

が引き伸ばされてしま

い，違和感のある画像

になる．そのため画素

を挿入し画像を拡大し

た後は，選ばれたシー

ム上の画素と挿入された画素のエネルギーを極めて

大きくすることで，次のシームの探索の際に選ばれ

ないようにする必要がある． 

 
 

4.4 画像中の構成物の移動 

 構成物の移動の際には，背景となるエネルギーの

低い部分に拡大と縮小を行うことで変形させる．図

6 の(a)は構成物を指定し，移動する前の状態を表し

た図である．人の形をした領域が構成物として認識

されている部分，A と B の領域が背景と認識され

ている部分を表している．構成物を右方向に移動さ

せる場合，構成物よりも左側にある背景 A の領域

を拡大，構成物よりも右側にある背景 B の領域を

縮小することで，構成物の移動を行う．なおこの時

の拡大と縮小には Seam Carving を用いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 実験・評価 

図 7 は 754×487 の画

像に処理をかけて制作し

た画像である．文字を挿

入したときに文字と重な

っている茂みが文字を読

みづらくしているので，

茂みの部分を構成物とし

て選択した． (c)の文字

の読みやすさは (b)と比

較して向上していると思

われる．右側の茂みがや

や間延びしている印象を

受けるがその他はあまり

気になる点は見受けられ

なかった．この画像の制

作には 3 分程かかった．

また (c)のような画像を

Photoshop などを用い

て制作するのは技術を有

する人でないと難しいと

思われる． 

 
 

6. おわりに 

本研究では，Seam Carving を用いた DTP 用の

画像合成ツールの開発を行った．実験結果から作業

時間を減らすことにより，ユーザの負担を軽減する

ことができた．今後は実用性を高めるため，Seam 

Carving のアルゴリズムを見直し，より高速な処理

を行えるようにする必要があると考える． 
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(a)処理前        (b)縮小処理後 

図 4. Seam Carving による画像の縮小 

(a)処理前 

 

 図 5. Seam Carving 

による画像の縮小 

(b)拡大処理後 

(a)移動前          (b)移動後 

図 6. 構成物移動の模式図 

 

(c)生成画像 

図 7. 実験結果 

(b)構成物の移動前 

 

(a)原画像 
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